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 論文内容の要旨
 1はじめに
 1.1研究の目的
 第2言語学習者が母語話者の言語知識全体を習得することには、学習時間の制約の中できわ、め
 て困難な問題がある。しかし、数多くの自然な言語データに接し、文脈の中での表現の意味を習得
 することによって外国語学習は容易になる。例えば、教授者の立場からは、自然な発話や作文指導
 のためにほ発話と文章を多数収集し、それらを使いやすい形に分類・整理して収録し、必要に応じ
 て学習者に提供することが有効である。また、言語表現の音声的性質、発話の状況情報、話者の表
 情なども学習者にとって自然性を習得する上で貴重な言語学的かつパラ言語学的な情報源となる。
 本研究の目的は、外国語学習でマルチメディアがもたらす学習効果を確かめ、学習効果のあるマル
 チメディアの特性を生かしたシステムを考案し、マルチメディアデータベースからコロケーション
 情報を検索するシステムを構築することである。また、日本語音声学習システムおよびマルチメデ
 ィアウェブ教材の開発を行い、そのシステムの評価とマルチメディアコロケーション検索システム
 との連携を提案することを目的とする。このようなデータベース検索システムを教室での言語学習
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一 と併用することにより外国語運用能力の容易な獲得を期待している。
 L2研究の方法
 本研究では、まず、心理実験的手法を用いて外国語学習における映像の効果を調べ、映像が有意
 に学習効果があることを確認した。これによってマルチメディア情報を用いたマルチメディアコロ
 ケーション検索システムの構築に移行した。このシステム構築では、ローカルエリアネットワーク
 (LAN)上に設定したサーバ・クライアントコンピュータシステムを用いてサーバ上に検索エンジ
 ンを作成し、コンピュータ間通信をプログラミングする形で検索システムを実現している。さらに、
 この検索システムを基盤として使用するアプリケーション(日本語音声学習支援システムおよびマ
 ルチメディアウェブ教材)を開発した。これらはいずれも同LAN上に構築したシステムであるが、
 インターネヅトウェブ上ですでに公開し、作動することを確認している。
 2先行研究の検討
 第2章では、マルチメディア学習の理論的基盤と、それらの理論が現実のメディア利用でどのよ
 うに応用されるのかを、複数のメディアから提供される情報の冗長性から考えてみる。
 2.1マルチメディアの基礎研究
 映像は、言語と併周さえすればよいというものではないようである。言語理解と記憶における映
 像の併用効果を調べた研究では、かならずしも一貫した併用効果が得られていない。例えばそれぞ
 れのメディアから提示される内容の重複性が異なる教材を用いて、併用効果を調べたさまざまな研
 究では、映像情報と言語情報の冗長性(colltentredundancv)、即ち、一致度合いによって学習効
 果が異なるという結果を得ている。また、この研究では、音声と映像の併用は有効であるものの、
 文字と映像の併用は理解と記憶を促進しないという結果を得ている。言語と映像の併用といっても
 提示される言語が音声の場合と文字の場合とでは、その効果が異なるかもしれない。
 これらの実験結果では、言語と映像の相互作用にさまざまな要因が絡んでいることを示唆する。
 こうした研究結果が明らかになるにつれ、モダリテ.イーに依存しない共通の概念的・命題的記憶シ
 ステムに基づく説明がより有力となってきたが、その仮説にもまだ問題があることが指摘される。
 2.2CALL教材の研究
 言語数育あるいは学習におけるコンピュータやインターネットの利用はCALL(Computer-As-
 sistedLanguageLeaming)という用語で示されることが多い。CALL(Computer-AssistedLan-
 guageLeaming)とは、コンピュータを利用した言語学習を指す用語であり、言語教育や言語学
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 習の場におけるコンピュータの利用やコンピュータが言語の教育や学習過程において果たす役割な
 どを示す際に用いられている。
 CALLはr言語教育や言語学習の場におけるコンピュータ利用」などについてのフィールドで
 はあるが、CALLは言語教育や言語学習、コンピュータ・サイエンス以外にも心理学や教育工学
 などのさまざまな学問分野が関係している。例えば、CALL教材を開発する場合には、教材のデ'
 ザインや設計の際に教育工学や認知心理学の学習モデルなどが関係してくるし、学習者の能力に応
 じて適切な問題を出せるようなCALL教材を開発する場合には人工知能の分野が関係してくる。
 また、CALL授業において学習者がどんな反応を見せるかについて調べる場合には、心理学やコ
 ンピュータと人間の相互干渉(interaction)についての研究分野が関わってくる。このように
 CALL教材の研究と開発はさまぎまな学問分野との係わり合いの上に成り立っているのである。
 3マルチメディア情報の外国語学習への効果
 第3章では、次のような疑問点に解答を与えることを目的とする。即ち、マルチメディアのどの
 ような要素が内容の理解と記憶に貢献するのか、学習成果はどのような学習過程から導かれるのか、
 学習者はマルチメディアのどのような要素によって学習効果感をもつかといった問題を解明するこ
 とである。そこで日本語学習での映像の効果を調べる実験を行い、映像の提示は要点の想起を容易
 にし、その記憶を促進するのか、映像の存在は学習の難易度にどのように影響するのかを実験的に
 検証し、その結果を報告する。
 3.1実験
 本実験の目的はマルチメディア外国語学習教材を用いた学習において、マルチメディアのどのよ
 うな要素が、学習に貢献するのかを単語の記憶、内容の理解の視点から調べることである。
 学習成果の調査については認知的側面と情意的側面からマルチメディアの学習効果を考察するこ
 とにした。認知的側面については語彙学習に焦点をあて、映像の存在が語彙の学習を促進するか否
 かを調べ、情意的側面については、マルチメディアの学習が内容の理解、単語の難易度、要点の想
 起に貢献したのかどうかをアンケートにより明らかにした。
 本実験では日本語学習での映像の効果を調べるため、日本語学習歴1年未満の韓国人日本語初級
 学習者10名の実験参加者として、実験用に作成したマルチメディア教材を与え、教材における映像
 の有無が学習に与える効果を調べた。
 3.2実験結果と考察
 3.2.1映像の効果一単語の記憶
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 単語テストの結果を図1に示す。r映像あり教材」を利用した学習者群がr映像なし教材」を利
 用した学習者群より、平均値が高いことがわかる。映像がある条件では語彙ヘルプから得られた未
 知語の意味情報は、映像を利用することにより強く記憶に残ったという結果が得られている。
 他方、映像のない条件では、注意をひきつける映像がないため、単語の意味が必ずしも明確に把
 握されていないと考えられる。映像がない場合は、音声の中で未知語は見逃されていった可能性が
 ある。結局、動画が提示されれば学習者の注意はそれにむけられ、トップダウン読みが促進される。
 動画がなければトップダウンの読みは進まず、むしろ未知語の学習も妨げていると思われる。本実
 験教材の場合では、映像がある条件では映像はトップダウン読みを進め、単語の暗記の手がかりと
 しての役割も果たしている。
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 図1単語テストの評価
 3.2.2映像と要点想起
 要点把握に関するアンケート(表1)で、映像がある条件で、映像がない条件より平均値がたか
 く、映像が要点把握に大きく貢献していることがわかった。映像がある条件では、関連する映像の
 提示が要点把握をかなり助けていると考えられる。一方、映像がない条件では、未知語を多く含む
 部分をテキストと音声だけで理解しなければならず、要点把握が困難であったという結果が得られ
 ている。
 しかし、映像の効果は文脈の流れや映像の説明力などから複合的な影響を受けると考えられる。
 本実験にもちいられた映像に関してはわかりやすい日常会話であったため、映像の説明力が比較的
 高かったとおもわれる。しかし、理解が低下する場面では映像と言語の不一致という点で説明する
 などより厳密に分析する必要があると考えている。
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 表1要点把握に関するアンケート
「
 ■■一一
 映像あり
■1
標準
 平均1一
偏差
 内容の理解
3.100.83
 (理解しにくい1、理解しやすい5)
 単語の難易度
 2.18-0、97
 (難しい1、易しい5)
要点想起
4.OlO.50
 (役に立たない1、役に立つ5)
 映像なし
標準
平均
偏差
1.02
2.230.732.81**
 (岸*Pく0.01)
 3.3外国語学習への効果
 第3章では、マルチメディアのどのような要素が内容の理解と記憶に貢献するのか、学習成果は
 どのような学習過程から導かれるのか、学習者はマルチメディアのどのような要素に満足感を感じ
 るのかといった問題を解明することであった。この目的を達成するために、韓国人日本語学習者を
 対象に、日本のテレビドラマを素材にし、マルチメディア教材を製作し、映像の有無による学習へ
 の効果を明らかにしょうと試みた。
 そこで日本語学習での映像の効果を調べる実験を行い、映像の利用が理解と語真の記憶を促進す
 ることを確認した。外国語学習教材で、映像があれば、トップダウン処理を促進し要点把握ととも
 に語彙の習得も進むと考えられる。語彙習得の面では、ある程度内容に関連した映像があれば、そ
 れは語彙の意味記憶に役立つと推測される。要点把握では言語内容に即した映像が望ましいが、既
 習語彙は、映像は記憶をつなぎとめる役にすぎないため、緩やかに関連する映像でも効果は期待で
 きる。学習も学習目標が何であるかを踏まえた上で映像を選定することが必要であると思われる。
 4マルチメディアコロケーション検索システムの構築
 第4章では、外国語学習老が自然な言語運用を目指すにはコロケーション情報の習得が不可欠で
 あるという観点から、マルチメディア情報の伝送可能なサーバ・クライアント環境での分散個別的
 な外国語学習を想定し、上述の意味での広義のコロケーションをマルチメディアコロケーションと
 呼び、その習得支援について考察する。そして、日本語学習者支援を想定し、音声・画像・テキス
 トを統合したマルチメディア資料をデータベース化し、そこからマルチメディアコロケーション情
 報を検索するシステムを提案している。このようなデータベース検索システムを教室での言語学習
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一 と併用することにより日本語運用能力の容易な獲得を期待している。
 4.1マルチメディアコーパスの構築
 テキストと音声・画像を組み合わせた活用を可能とするために、動画と時間軸を書き込んだク
 ローズドキャプションを用いてマルチメディアコーパスを構築した。マルチメディアコーパスは図
 2に示すように動画と動画に同期させたクローズドキャプションで構成されている。すなわち、そ
 こでは映像ファイルの時間軸とテキストデータベースの開始時間情報が一致している。
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 図2マルチメディアコーパスの構造:映像と映像に同期させたテキスト
 4.2マルチメディアコロケーション検索システムの開発
 4.1の手順に基づいてマルチメディアコーパスを作成し、そこからコロケーション情報を検索可
 能なシステムを構築した。本システムでは文字情報としての狭義のコロケーションと音声・画像を
 組み合わせた形での広義のマルチメディアコロケーションの活用が可能となり、学習者はテキスト
 コーパスと映像を連携して学習できる。分からない単語や表現を検索することでそのマルチメディ
 アコロケーション情報と用例を確認することができる。すなわち、音声・映像ファイルを再生し、
 単語のアクセント、発話のイントネーション、発話状況を含めて確認することで、より確実に意味
 を理解し、単語や表現の運用環境の把握を明確に習得することができる。
 4.2.1処理の流れ
 図3にテキストファイルとマルチメディアのデータベースからコロケーション情報を検索、再生
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マ する事を可能にするシステムの処理の流れを示す。入力としてクライアント側からの検索条件を検
 索アルゴリズムを使ってテキストデータベースのテキストフィールドと一致するかを検索する。検
 索はすべてのレコードに対して行い、検索条件と一致したレコードのみを検索結果スタックに保存
 する。検索結果のレコードはクライアントヘの送信のため、HTMLファイルに変換する。
 サーバ側にはテキストデータベースとマルチメディアファイルを所有し、テキストファイルから
 コロケーション情報を抽出した結果をクライアント側に返す。クライアント側ではこの結果を参照
 し、サーバ側においてあるマルチメディアファイルにアクセスする。
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 図3マルチメディアファイルからのコロケーション検索処理の流れ
 4.2.2マルチメディアコロケーション検索システム
 マルチメディア教材のコロケーション情報検索シ.ステムを図4に示す。クライアントからのクエ
 リ(①)に対してサーバはテキストデータベースから検索を行い(②)、検索結果をクライアント
 側に送る(③)。サーバからの検索結果をもらったクライアントはテキストの検索結果とマルチメ
 ディアファイルヘのリンクを参照し、サーバ側のマルチメディアファイルにアクセスする(④)仕
 組みとなっている。
 サーバの役割は、マルチメディア・データベース管理、コロケーション情報検索・分析、検索結
 果の送信である。クライアントの必要に応じてマルチメディアファイルの特定部分を読み取り配信
 するため、ファイルヘのランダムアクセスと配信が可能なMicrosof亡WilldowsMediaTechllology
 を使用した。
 クライアント側では、コロケーション検索クエリの作成、サーバからの分析結果表示、検索結果
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 を参照したサーバヘのマルチメディアファイルヘのアクセス、映像ファイルの再生が行われる。
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 図4サーバ・クライアントモデルでのコロケーション検索
   辞書情報検索結果
 4.3まとめ
 第4章では日本語学習者の利用のための音声・画像・テキストなどマルチメディア資料をデータ
 ベース化し、そこからマルチメディアコロケーション情報が検索可能なシステムを作成した。日本
 語学習者が本システムをコロケーション学習に利用することによって、マルチメディア情報を多元
 的に利用して単語と表現のコロケーションを理解することは、学習者の語彙学習、音声学習を大い
 に促進することが考えられる。
 留学生を被験者として、本検索システムの学習効果の評価を行ったが、今後の課題として、本シ
 ステムは、基本的にウェブ上でのサーバクライアント環境での汎用を考えているため、システムの
 安定運用のためのロバスト性、学習者のレベルの多様性を考慮したインターフェースの利便性など
 を考慮した設計を今後の課題とし、また、学習効果の評価もさらに網羅的に行う予定である。
 5日本語音声学習支援システムの構築
 海外で日本語を学習する際、音声教材が高価なことや、日本語母語話者の教師が少ないことなど
 の理由から音声学習は軽視されやすい。しかし、インターネット技術の普及により、海外でも安価
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▼ に音声学習が行え、時間や場所の制約を受けない学習環境が整備されつつある。
 第5章ではこのような学習環境で利用される日本語学習支援システムの構築を目指し、ウェブ上
 で稼動する書き取り練習システムを開発した。
 5.1システムの構成
 本システムの構成を図5に示す。なお、ユーザがキーボードから入力する文を入力文、サーバ側
 で保有している解答を正解文と呼ぶ。また、入力文に対してサーバ側から誤りを指摘した文を修正
 文と呼ぶ。本システムの主要なプログラムはWWW上のブラウザを利用し、サーバおよびクライ
 アントコンピュータ上にPHP言語によって実装されている。
USER CLIENT
  音声
  入力文
    £■修正文PhPコードを含むHTMLファイル
  ヒント・正解文
          
SERVER
.php
 
瞑
㊦
 誤答データベース
圃
 図5ウェブ上での日本語書き取り学習支援システム構成
 サーバの役割は、データベース管理、書き取りの止誤の解析、学習履歴の蓄積である。これは、
 コンテンツの追加やコードの改善が効果的に行えるようにするためである。データベースは正解文
 (テキスト形式)と音声ファイル(au形式)を構造化してサーバが所有し、クライアントからの要
 求に応じて提供する。このようなデータ提供機能に加えて、学習者が音声を書き取った文の正誤の
 判定、また、誤答率や誤った個所についての履歴の蓄積もサーバが行う。
 クライアント側では、音声ファイルの再生、書き取りのキーボード人力、修正文、ヒント、正解
 文の提示を行う。クライアントの性能によって、システム全体の速度が影響を受けないようにする
 259一
▲
 「,.
 ために、クライアント側の処理は最小限にした。
 5.1.1処理の流れ
 処理の流れを図6に表す。まず、学習者は初期画面でレベルを選択する。次に問題の音声を聞き、
 それをキーボードで人力する。音声は繰り返し聞くことが可能である。人力文の正誤を確認する際
 は、入力文が、設定してあるレベル及び問題番号とともにサーバに送られる。サーバ側ではレベル
 と問題番号から正解文を検索し、入力文と比較する。人力文が正しければ、正解であることを学習
 者に提示する。入力文に誤りがあれば、その個所を形態素単位で指摘した修正文を提示する。学習
 者は指摘された個所について、再度音声を聞き、人力及び確認の処理を繰り返す。設定したレベル
 の問題が全て終わったら、誤りがあった個所の履歴をクライアント側に送り、よく聞き取れなかっ
 た個所を学習者に意識させる。履歴はサーバ側で蓄積する。
初期場面
 レベルを選択
 音声を聞く
 記■
嚇凹田 音声
薗篇騨一回
L__,
!
正解文
 図6ウェブヒでの日本語書き取り学習支援システムの処理の流れ
 5.1.2入力文と正解文の比較
 書き取り練習が始まり、日本語の音声を聞いた学習者は聞き取った音声を人力欄に書き、確認ボ
 タンを押す。すると、入力文は問題のレベル、段階とともにサーバ側に送られる。学習者側から入
 力文を受け取ったサーバは、サーバ側にある正解文と比較する。入力文と正解文の比較手順を図7
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 に示す。図7では、正解文rあのひとはやまださんです」に対し、入力文「あのひとはやまだです」
 であった場合を例に挙げた。サーバ側での比較処理の結果、誤りであるrさん」の文字の数に“口"
 を対応させた“口口"を格納し、「あのひとはやまだロロです」となった修正文を返し、誤りであ
 る「さん」を履歴に蓄積する。
 入力文に対して、次の1)～6)の手順に沿って正解文と比較し、誤りの個所を“□"で置き換え
 て提示する。
 1)学習者が音声ファイルを書き取り、入力文を作成する。入力文とともに、初期画面で設定した
 レベルと問題番号がサーバ側に送られる。サーバ側では、受け取った設定レベルと問題文から正
 解文を検索する。
 2)検索した正解文を配列に格納する。
 3)正解文を形態素ごとに配列に入れ、正解文配列S[i]を作成する。
 4)正解文配列の元素数をnに代入する
 5)文字列が入力文に存在するか検索する。存在した場合はその文字列を修正文に格納する。存在
 しなかった場合は文字列の数だけ“口"を修正文に格納する。
 6)配列の文字列が入力文に存在しなかった場合、その文字列を誤答の履歴に蓄積する。
 このようなプロセスが必要になる理由は分かち書きのない日本語の文章について誤った箇所を単
 語単位もしくは形態素単位でフィードバックできるようにするためである。
 5.2まとめ
 第5章では、時間や場所の制約を受けない学習環境における日本語学習支援システムの一環とし
 て、ウェブ上で稼動する書き取り練習プログラムを作成した。本システムにより日本語音声の自律
 学習が可能となり、学習老は答えが正解か否かのみならず、具体的にどの部分が間違っているかと
 いう適切なフィードバックを得られた。また、学習者の練習履歴は学習者の誤用分析、音声指導に
 役立つと期待される。
 6マルチメディア・ウェブ教材の開発
 第6章では目々進歩しているインターネットを有効に活用し、海外の学習老の自律学習を視野に
 入れた教材の開発を試みた。2000年夏の時点において公開されていた日本語教育のウェブ教材を概
 観したところ、初級向けが圧倒的に多く、中級～上級向けのものは非常に少なかった。教材の形態
 もテキストが中心で、写真などの静止画像の提供はあっても、音声や動画を扱ったものはほとんど
 見られなかった。そこでビデオクリヅプを利用し、視覚・聴覚的情報をふんだんに取り入れたマル
 チメディア・ウェブ教材の開発を試みることにした。
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入力文
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修正文
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 図7人力文と正解文の比較手順
 筆者は自国で学んだ外国語(日本語)と実際に留学先で使われている話しことばのギャップに非
 常に戸惑った経験をもつ。その原因として、自国で外国語を学習する際はネイティブスピーカーの
 使う自然な話しことばに触れる機会が限られていること、教室で現代の若者が使うような自然な話
 しことばの教育があまり行われていないこと等が考えられる。このような経験から、r教室内と実
 際の社会との橋渡し」という意味をこめて、教科書等では扱われることが少ないr普通体」の学習
 に重点をおいた。
 よって、第6章では、主に海外の大学で学ぶ中級以上の日本語学習者を対象にした、話しことば
 学習のためのマルチメディア・ウェブ教材の開発とこれに対する学習者と教師の評価について報告
 し、考察を進める。
 6.1教材の構成
 本教材は、実在する日本人大学生の一日をビデオクリップで紹介する形をとり、彼にちなんで、
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マ 教材名をrたけしの日記」と名付けている。教材は、(1)Movie:7つのビデオクリップとその会
 話を理解するための教材と(2)practice:会話の理解から発話に発展させるための練習、の二部とな
 っている。図8に教材の構成と学習の手順を示す。まず学習者は7つのMovieとそれに関連した
 Q&A、単語と表現、スクリプトで会話を理解する。その後、PracticeではMovieに使われている
 男・女ことば、先生・友達と話す、会話の流れに関する知識を深め、理解から発話に発展するため
 の練習を行う。最終的には教材にMovieとPracticeの学習項目のまとめに入り、教材を通じて学
 習した項目を再度が確認する。
MOVIF
 寝坊した朝、母に冗談をいう
 同級生に合コンにさそわれる
 教授に卒論のアポをとる
 彼女とデートの約束をする
 先輩に就職の相談を持ちかける
 バイト先の喫茶店で客の注文をとる
 後輩にバスケの審判を頼む
略
PRACTICE
 男。女ことは
 先生・友達と話す
 会話の流れ
 スクリプト(各国語版)
練習問題
 解説(各国語版)
 Q&A(各国語版〕
 単語と表現(各国語版)
 スクリプト(各国語版)
墨
まとめ
 図8教材「たけしの日記」の構成
 6.2ストリーミング技術を用いた教材の転送
 ブロードバンドのアクセス実現に伴い、映像や音声などを高速にダウンロードして利用する形態
 が普及しつつある。このため、大容量のデータを受信端末で受信しながら、メディアの再生を行な
 うストリーミング転送の利用が考えられる。本教材に使われているのは、ユニキャストオンデマン
 ド方式で、これは完成されたデータファイルに、聴きたい時にいつでもネットから接続できる。
 6.3教材の評価
 2001年1月から6月にかけて、韓国、米国、タイ、日本の大学の日本語教育の現場で本教材を実
 際に使用した後、教材に対する評価を質問紙により収集した。対象は、日本語を学ぶ中級以上の学
 習者108名と、大学または日本語学校で教える日本語教師38名である。海外での調査実施国として、
 韓国、米国、タイを選んだ。その理由としては、韓国はインターネットが普及し、かつ日本語学習
 者数が多いこと、米国は、Web上における言語教育が進んでいるからである。タイは、これらの
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一 諸国と比較してインターネット環境はいまだ不十分であるが、日本語教育が盛んであり、今後発展
 が期待できる国であると判断した。これら3力国に加え、インターネット環境や話しことばに接す
 る機会の差が調査結果に与える影響を比較検討するために日本でも同様の調査を行った。
 質問紙の内容は、学習者向けと教師向けとでやや異なる形式をとった。学習者と教師の両者に質
 問した内容は、rインターネット利別犬況」、r本教材を使用した時のネット環境」、r本教材全体の
 インターフェイスの満足度や必要性」についてである。学習者には、これ以外にも本教材の中心と
 なっているr普通体」の会話や、教材で取り上げたr男・女ことば」r先生・友達と話す」r会話の
 流れ」についての感想等も求めた。質間紙の形式としては、学生には本教材についての意見や感想
 を5段階評価で求め、教師には自由記述の部分を多くとった。
 6.3.1教材内容に関する評価
 (1)学習者からの評価
 インターフェイスについての(1)ビデオの画質、(2)ビデオの大きさ、(3)ビデオ音質、(4)教材使用の
 容易さ、(5)文字の大きさ、(6)各国語支援の6つの観点からの評価結果は、海外、日本とも傾向は類
 似しており、概ね好評であった。しかし、不満に感じられている点は、(2)に関してrビデオのサイ
 ズが小さい」と、(3)の「ビデオの音質がよくない」r音量がやや小さい」であった。
 教材の必要性については、rビデオクリップ」は海外、日本を問わず高く評価されている。海外
 の学習者は、日本の学習者に比べて、日本語によるサポート(rスクリプト」とr単語表」)の必要
 性を強く感じている人の割合が高かった。「生の日本語」を聞く機会が限られている海外では、自
 分の耳で聞いたものを何度も繰り返し納得がいくまで聞くではなく、目でrスクリプト」を確認で
 きることが、学習者に安心感を与えるのではなかろうか。
 教材内容については、ビデオクリップの中でたけしが使っているような若者の話しことばをrも
 っと学びたい」と考えている学習者の割合は、各国とも60%を超え、特に韓国では80%以上である
 という結果が得られた。既存の教科書では取り上げられることが少ないr現代の若者が使う話しこ
 とば」に焦点をあてた本教材の狙いが高く評価されたと言えよう。
 (2)教師からの評価
 本教材の特色である「話しことば」に対する評価は二つにわかれた。日本、海外で教える教師は、
 話しことばを学べる教材であることを高く評価する一方で、rT寧でない」r正しい日本語ではない」
 という理由から学習者にその話しことばを教えることを疑問視する声があった。これは、本教材の
 作成意図が調査実施時にきちんと知らされていなかったため起こってしまったと考えられる。また
 ビデオクリップには様々な場面が扱われていることから、相手や場面によってことばを遣い分ける
 待遇表現が学べてよいという意見、日本や日本人の生活、文化が垣間見られてよいという意見も多
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で かった。これは我々の制作意図と合致している。一方で、海外の教師からは日本の生活・文化的背
 景の説明が少なすぎるという意見もあった。また、対象学習者のレベルやニーズに対してのさらな
 る配慮が欲しいという意見もあった。本教材が、映像と音声が同時に得られるビデオクリップであ
 ることやインターネットを利用しているという新しい試みに関しては肯定的な意見が多かったが、
 学生からの評価と同様に、rビデオクリップ」の大きさと音質に関しては不満の声もあった。また
 現段階では、ホームページが快適に見られる環境やosが限られてしまっていること(Windows
 のみ)が問題点として挙げられていた。教材構成に関しては、「各国語のサポート」の評価が高か
 った。
 (3)学習者・教師からの要望
 学習者・教師からの要望は非常に多彩であった。教材の内容について共通している要望はrビデ
 オクリップの数を増やし、話し言葉の学習だけでなく、色々な文化背景・習慣の説明、文化の比較
 が必要」、r現在放送されているドラマや映画のスクリプトを採用して、スクリプトを添付してもら
 いたい」また、漢字が読めない学習者からはr漢字のルビをつけてほしい」との要望があった。学
 習者からの要望ではrもっと詳しい男女言葉・若者言葉を教えてもらいたい」との意見があった。
 一方、先生からの要望としてはr話し言葉と待遇表現・ビジネス会話などの比較がほしい」との意
 見が多かった。
 教材の形式について学習者側と教師側が共通していた要望はr色々な環境の学習者が利用できる
 よう対応OSアプリケーションを増やしてほしい」「ビデオクリップの画質、大きさ、音量を改善
 する必要がある」、「レベル設定によってスピード調整が可能な教材がほしい」という意見であった。
 これ以外には、学習者側からは見やすいウェブデザインの改良とメニューなどに使われている英語
 の各国語訳がほしいとの要望があった。教師からは話し言葉と書き言葉の比較、ロールプレイが可
 能な教材が必要との要望があった。
 6.5まとめ
 マルチメディア・ウェブ教材rたけしの日記」に対する学習者、日本語教師の評価は概ね好評で
 あり、今後の本プロジェクトの継続に期待を寄せるものが大多数であった。今後はウェブページ上
 でマルチメディア教材を提供すること、タイムリーな日本事情や日本語を取り一ヒげつつ、学習者や
 教師などユーザーの要望を取り入れながら本教材を発展させていくことを目指したいと考えてい
 る。
 7おわりに
 本論文ではマルチメディアに関する基礎研究とその成果を応用したコンピュータ支援による外国
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 語学習(ICALL)教材の研究について、これまでの先行研究を検討し、本研究の継続性と新規性を
 論じた。さらに、テキストベースの外国語学習とマルチメディア的な学習との間に学習効果の違い
 があるのかどうかに関する基礎的研究として、外国語学習における映像の効果を調べる実験を行い、
 外国語学習での映像利用は単語の記憶、要点想起に効果があることを検証した。その上で、外国語
 教育を考える上で、既存のコロケーションの意味を拡張した広義のマルチメディアコロケーション
 概念導入の必要性について述べた。そして、外国語学習での映像の学習効果の有用性に基づいて、
 マルチメディアコロケーション検索システムを構築した。本システムを利用することで、映像情報
 からコロケーション情報の検索が可能となり、文字情報としての狭義のコロケーションと音声・映
 像を組み合わせた形の広意のマルチメディアコロケーション情報の外国語学習での活用が可能とな
 り、これをCALL教材等のアプリケーションと連動させて学習システムに組み込むことによって、
 学習内容の理解と記憶などにおいての高い効果が見込まれる。このようなアプリケーションの例と
 してウェブ上で作動する学習支援システムとCALL教材を開発している。マルチメディアコロケー
 ション検索システムと日本語音声学習支援システム、およびマルチメディアウェブ教材との連携を
 図ることによって、ユーザにとっての未知の単語、表現、コロケーションの検索を行い、その結果
 を音声・映像と共に確認し、理解できるようにしている。このようにインターネットの高速な情報
 通信網を利用できる環境が整い始めた今日の状況の中で、マルチメディアコロケーション検索シス
 テムを基盤システムとして、教材や学習支援システムに連動させることによって柔軟な外国語教育
 が可能になっている。
 論文審査結果の要旨
 本研究の目的は、外国語学習においてマルチメディア環境での学習がもたらす効果を確かめ、学
 習効果のあるマルチメディアの特性を生かした学習支援環境を考案することにある。具体的には、
 マルチメディア・言語情報データベースからコロケーション情報を検索する外国語学習用の基盤シ
 ステムをまず構築することである。さらに、この基盤システムと連携して動作するアプリケーショ
 ンとして日本語音声学習システムおよびマルチメディア・ウェブ教材の開発を行っている。これら
 のアプリケーションは、マルチメディア・コロケーション検索システムとの連携によってマルチメ
 ディア環境を生かした外国語学習ウェブ環境を構成している。このようなデータベース検索システ
 ムを教室での言語学習で併用することにより外国語運用能力の容易な獲得が期待される。
 研究の進め方であるが、マルチメディアに関する基礎研究とその成果を応用したコンピュータ支
 援による外国語学習(CALL)教材について、これまでの先行研究を検討し、本研究の継続性と新
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 規性を論じている。さらに、テキストベースの外国語学習とマルチメディア的な学習との間に学習
 効果の違いがあるのかどうかに関する教育心理実験研究として、外国語学習における映像の効果を
 調べる実験を行い、外国語学習での映像利用は単語の記憶、要点想起に効果があることを検証して
 いる。これを基に、外国語教育を考える上で、既存のコロケーションの意味を拡張した広義のマル
 チメディアコロケーション概念導入の必要性について論じた。そして、外国語学習での映像の学習
 効果の有用性に基づいて、マルチメディアコロケーション検索システムを構築した。これによって、
 映像情報からコロケーション情報の検索が可能となり、文字情報としての狭義のコロケーションと
 音声・映像を組み合わせた形の広意のマルチメディア・コロケーション情報の外国語学習での活用
 が可能となり、これをCALL教材等のアプリケーションと連動させて学習システムに組み込むこ
 とによって、学習内容の理解と記憶などにおいての高い学習効果が見込まれる。さらに、このシス
 テムと連携する学習者アプリケーションとしてウェブ上で作動する学習支援システムとCALL教
 材を開発している。これによって、学習老が未知の単語、表現、コロケーションの検索を行い、そ
 の結果を音声・映像と共に確認し、理解できるようにしている。このように本研究は、インターネ
 ットの高速な情報通信網を利用できる環境が整い始めた今日の状況の中で、マルチメディア・コロ
 ケーション検索システムを基盤システムとして、教材や学習支援システムに連動させることによっ
 て柔軟な外国語教育環境が実現可能であることを示している。
 本研究は、マルチメディア・コロケーション検索システムを基盤として、ウェブ上に柔軟な外国
 語教育環境が実現可能であることを示したものである。先行研究からの継続性と方法論的な新規性
 を維持しつつ、マルチメディア・コロケーションという新規概念を導入し、かつ学習効果の実証さ
 れた学習支援システムを構築している。これによってマルチメディア外国語教育の基礎的研究およ
 び実践に多大な貢献をなすものと考えられる。
 以上より、本学位論文審査対象者は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
 有することを示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として台」格と認める。
 267一一一
